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年
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月
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議
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議
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三
野
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ド
ッ
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三 

 
衆
議
院
議
員
三
野
優
美
君
提
出
四
国
ド
ッ
ク
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
に
つ
い
て 

四
国
ド
ッ
ク
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
会
社
か
ら
、
会
社
の
従
業
員

で
組
織
す
る
総
評
全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
四
国
ド
ッ
ク
分
会
（
以
下
「
分
会
」
と
い
う
。
）
と
全
国
造
船
重
機

械
労
働
組
合
連
合
会
四
国
ド
ッ
ク
労
働
組
合
（
以
下
「
重
機
労
組
」
と
い
う
。
）
の
二
つ
の
労
働
組
合
に
対
し
、
希

望
退
職
募
集
を
中
心
と
す
る
経
営
の
合
理
化
案
が
提
示
さ
れ
、
同
年
四
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
、
希
望
退
職
の 

 

募
集
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
両
組
合
に
お
け
る
五
十
五
歳
以
上
の
従
業
員
は
、
分
会
に
お
い
て
は
九
名
全 

 

員
が
退
職
し
、
重
機
労
組
に
お
い
て
は
二
十
三
名
の
う
ち
十
六
名
が
退
職
し
七
名
と
な
つ
た
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

1 

こ
の
う
ち
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
配
置
転
換
で
は
、
分
会
の
組
合
員
が
五
名
、
重
機
労
組 

の
組
合
員
が
一
名
現
業
部
門
に
配
置
転
換
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
、
分
会
の
組
合
員
三
名
が
退
職 

 

し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
組
合
員
二
名
の
解
雇
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
分
会
等
か
ら
香
川
県
地
方
労
働
委
員
会
（
以
下
「
香
川 

地
労
委
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
、
現
在
、
香 

川
地
労
委
に
係
属
中
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
と
か
く
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

昭
和
五
十
五
年
六
月
に
河
面
良
治
氏
が
会
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
て
以
降
、
会
社
に
お
い
て
は
、
「
組 

織
・
人
員
活
性
化
対
策
」
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
及
び
昭
和
六
十
二
年
六
月
に
設
計
部
門
に
所 

 

属
す
る
従
業
員
の
配
置
転
換
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

2 

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
配
置
転
換
で
は
、
分
会
の
組
合
員
が
七
名
現
業
部
門
に
配
置 

転
換
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
、
一
名
が
退
職
し
て
い
る
。 

会
社
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
に
労
働
時
間
等
の
変
更
に
つ
い
て
、
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
四 

 

月
に
基
本
給
、
住
宅
手
当
、
家
族
手
当
等
の
変
更
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
事
業
場
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働 

 

組
合
の
意
見
を
記
し
た
書
面
を
添
付
の
上
、
就
業
規
則
変
更
届
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
へ
届
け
出
て
お
り
、 

 

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
違
反
は
な
い
。 

な
お
、
当
該
配
置
転
換
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
年
四
月
分
会
か
ら
香
川
地
労
委
に
対
し
、
不
当
労
働
行
為 

 
 

救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



1 
労
働
委
員
会
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
以
降
、
分
会
等 

か
ら
香
川
地
労
委
に
対
し
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
、
不
利
益
取
扱
い
、
団
体
交
渉
拒
否
又
は
支
配
介
入 

 

の
問
題
に
関
し
て
、
九
件
の
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

(三) 

昭
和
六
十
年
四
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
香
川
地
労
委
に
係
属
中
で
あ
り
、 

(二) 

昭
和
五
十
九
年
六
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
に
取
り
下
げ
ら
れ
、 

(五) 

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
取
り
下
げ
ら 

 

(四) 

昭
和
六
十
一
年
三
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
香
川
地
労
委
に
係
属
中
で
あ 

 

り
、 

(一) 

昭
和
五
十
七
年
五
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
取
り
下
げ
ら 

れ
、 

こ
の
う
ち
、 

六 

 



2 

裁
判
所
に
対
す
る
訴
え
の
提
起
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
以
降
、
分
会
か
ら
高
松
地
方
裁
判 

所
（
以
下
「
高
松
地
裁
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
会
社
を
被
告
又
は
債
務
者
と
し
て
、
団
結
権
妨
害
の
問
題
及
び

組
合
事
務
所
の
占
有
使
用
妨
害
、
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
の
廃
止
等
の
問
題
に
関
し
て
、
二
件
の
訴
え
の
提
起
等
が 

 

行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

(一) 

昭
和
六
十
年
十
一
月
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
取
り
下
げ
ら
れ
、 

 

(七)
昭
和
六
十
二
年
八
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
香
川
地
労
委
に
係
属
中
で
あ
る 

 

と
聞
い
て
い
る
。 

(六) 
昭
和
六
十
一
年
六
月
に
申
し
立
て
ら
れ
た
三
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
い
ず
れ
も
香
川
地
労
委
に
係 

属
中
で
あ
り
、 

れ
、 

こ
の
う
ち
、 

七 

 



六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

会
社
に
お
い
て
は
、
始
業
時
刻
ま
で
に
事
業
場
に
入
場
し
て
お
れ
ば
遅
刻
と
し
て
取
り
扱
つ
て
お
ら
ず
、
そ 

 

の
後
、
作
業
服
、
安
全
靴
等
の
着
装
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
始
業
時
刻
の
約
五
分
前
か
ら
職 

 

御
指
摘
の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
分
会
か
ら
香
川
地
労
委
に
対
し
、
会
社
を
被
申 

 
 

立
人
と
し
て
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
高
松
地
裁
に
対
し
、
会
社
を
債
務
者
と
し
て 

 
 

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
仮
処
分
申
請
が
行
わ
れ
、
現
在
、
い
ず
れ
も
香
川
地
労
委
及
び 

 

高
松
地
裁
に
係
属
中
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
と
か
く
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

(二) 

昭
和
六
十
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
仮
処
分
申
請
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
が
昭
和
六
十
一
年
五
月
に
取 

と
聞
い
て
い
る
。 

り
下
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
余
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
高
松
地
裁
に
係
属
中
で
あ
る 

八 

 



 

九 

場
体
操
の
放
送
を
流
し
て
い
る
が
、
労
働
者
は
、
こ
れ
に
自
主
的
に
参
加
し
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
職 

 

場
体
操
の
時
間
は
労
働
時
間
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
労
働
基
準
法
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

八
に
つ
い
て 

河
面
良
治
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
社
団
法
人
日
本
中
型
造
船
工
業
会
副
会
長
等
と
し
て
造
船
事
業
の
育
成 

 

発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
中
央
職
業
安
定
審
議
会
委
員
等
を
歴
任
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
功
労
の 

 

総
合
的
評
価
に
よ
り
、
昭
和
六
十
二
年
秋
に
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 




